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市政功労者･善行篤志者を表彰
八女市教育の日･世界県人大会 in 福岡
年末年始のごみ収集等日程 1・15

合併号
№1175

　八女津媛神社浮立保存会による八女津媛神社の浮立の奉納（県無形民俗文化財）が11
月17日㈰、八女津媛神社境内で行われました。これは、五穀豊穣や無病息災を祈願し、そ
の御願成就に奉納する行事で5年に1度公開されています。県内でも最大規模の祭りで、筑
後地方各地に伝わる風流の集大成の形といわれています。色鮮やかな紅葉のなか、氏子約
60人が太鼓を打ち、かねを叩き、優雅に舞い踊る姿に、多くの見物客が見入っていました。

実りを喜ぶ感謝の舞
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八
女
市
表
彰
式
典
が
11
月
13
日
㈬
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
八
女
市
は
、
市
政
功
労
者
10
人
と
善
行
篤
志
者
4
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◦
市
議
会
議
員

▽
栗
山 

徹
雄
（
馬
場
）

▽
中
島 

信
二
（
吉
田
）

多
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し

て
、
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

◦
農
業
委
員
会
委
員

▽
塚
本 

ち
ゑ
子
（
本
村
）

　
多
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
、
農
業
の
振
興
発
展

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員

▽
杉
山 

信
行
（
本
村
）

　
多
年
に
わ
た
り
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
、
税
務

行
政
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
行
政
区
長

▽
上
嶋 

忠
明
（
立
花
町
山
崎
）

　
多
年
に
わ
た
り
行
政
区
長
と
し

て
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

◦
消
防
団

▽
西
村 

博
文
（
黒
木
町
本
分
）

▽
三
澤 

幸
雄
（
久
留
米
市
）

　
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
副
団
長

と
し
て
、
地
域
防
災
と
市
民
の
安

全
安
心
を
図
り
、
消
防
団
の
育
成

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◦
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員

▽
川
崎 

由
美
子
（
納
楚
）

　
多
年
に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
、
国
民

健
康
保
険
運
営
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

◦
保
護
司

▽
上
村 

正
広
（
本
）

　
多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
、

非
行
・
犯
罪
者
の
更
生
や
社
会
復

帰
の
助
言
援
助
を
行
い
、
地
域
社

会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

◦
介
護
認
定
審
査
会
委
員

▽
井
ノ
口 

征
幸
（
筑
後
市
）

　
多
年
に
わ
た
り
介
護
認
定
審

査
会
委
員
と
し
て
、
介
護
行
政
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
牛
島 
幹
（
本
町
）

　
八
女
市
ふ
る
さ
と
支
援
の
た

め
、
多
額
の
資
金
を
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

▽
轟 

希
公
追
（
福
岡
市
）

　
八
女
市
ふ
る
さ
と
支
援
の
た

め
、
多
額
の
資
金
を
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

▽
永
松 

晃
（
大
阪
府
阪
南
市
）

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
お

よ
び
少
子
化
対
策
の
た
め
、
多
額

の
資
金
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

▽
匿
名

　
小
中
学
校
の
図
書
充
実
の
た

め
、
多
額
の
資
金
を
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

市
政
功
労
者
・
善
行
篤
志
者
を
表
彰

第53回
八女市

表彰式典

◆
市
政
功
労
者

◆
善
行
篤
志
者
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世
界
各
地
の
海
外
福
岡
県
人

会
が
一
堂
に
集
ま
り
開
催
さ
れ
る

世
界
大
会
が
11
月
６
日
㈬
か
ら
９

日
㈯
ま
で
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
８
日
㈮
に
は
県
内
４
か
所

に
分
か
れ
て
「
ふ
る
さ
と
巡
り
」

が
行
わ
れ
、
筑
後
コ
ー
ス
に
参
加

し
た
60
人
が
立
花
町
の
大
内
邸
を

訪
れ
ま
し
た
。
三
田
村
市
長
は「
お

帰
り
な
さ
い
。
本
日
は
ゆ
っ
く
り

と
ふ
る
さ
と
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。
大
内
邸

で
は
旧
家
の
た
た
ず
ま
い
の
中
で
、

地
元
白
木
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
丹

精
込
め
て
作
っ
た
お
弁
当
に
舌

鼓
。
地
元
の
新
鮮
な
食
材
を
使
い
、

郷
土
料
理
の
中
に
洋
風
も
取
り
入

れ
た
お
弁
当
は
「
懐
か
し
い
」「
と

て
も
お
い
し
い
で
す
」
と
大
好
評

で
し
た
。

　

福
岡
県
か
ら
の
海
外
移
住
は
１

８
８
５
年
の
ハ
ワ
イ
に
始
ま
り
、

北
米
・
中
南
米
へ
と
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。
八
女
か
ら
も
多
く
の

人
が
移
住
し
、
現
地
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
食
や
風
景

を
堪
能
し
た
皆
さ
ん
は
「
ま
た
会

い
ま
し
ょ
う
」
と
笑
顔
で
大
内
邸

を
後
に
し
ま
し
た
。

八
女
の
お
い
し
い
食
事
で
オ
モ
テ
ナ
シ

2 班に分かれて記念撮影

料理の説明を聞きながら交流を楽
しみました（左）／食後は八女の
抹茶を体験しました（上）

ル
ー
ツ
は
福
岡
・
八
女
！　

第
10
回
海
外
福
岡
県
人
会
世
界
大
会

お帰り
なさい！

■
南
中
学
校
吹
奏
楽
部
演

奏 

南
中
学
校
の
部
員
が

毎
日
練
習
に
励
ん
で
い
る

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

■
中
学
生
の
主
張 

第
69

回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
八
女
地
区
青
少
年

弁
論
大
会
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
二
人
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

▽
南
中
学
校
３
年 

中
原

心
音
さ
ん
「
今
年
も
ま
た
」

▽
見
崎
中
学
校
３
年 

川
口
夏
未
さ
ん
「
私
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
」

■
中
学
生
平
和
学
習
の
発
表　
平
成
27
年
度
か
ら

毎
年
、
中
学
生
代
表
が
広
島
平
和
記
念
式
典
に
参

加
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い

ま
す
。
参
加
し
た
生
徒
代
表
は
学
習
の
様
子
を
ス

ラ
イ
ド
で
紹
介
し
、感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

■
八
女
ふ
る
里
学
の
発
表　
上
陽
北
汭
学
園
５
・

６
・
７
年
生
が
「
上
陽
町
の
自
然
や
歴
史
、
現
状

に
つ
い
て
調
べ
、
未
来
像
を
思
い
描
い
た
こ
と
」
の

学
習
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
岡
山
小
５
年
生
は
岡

山
小
学
校
校
区
で
調
べ
た
「
ふ
る
さ
と
発
見
」
の
学

習
発
表
を
し
ま
し
た
。

■
講
演　
「
宇
宙
の
新
し
い
利
用
を
め
ざ
し
て
」
と

題
し
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
航
空
宇

宙
工
学
専
攻 

中
須
賀
真
一

教
授
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
宇
宙
を
身
近
に
感
じ
、

夢
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。

ふるさとに誇りを持つ子どもたちを育む
11月１日から７日の八女市教育週間にちなみ 11月３日㈷、おりなす八女ハーモニーホールで八女市教
育の日事業を開催しました。これはふるさとを愛し誇りを持つ子どもを育もうと開催しているものです。
学校や事業で学んだことなどを堂 と々発表する子どもたちに、会場から大きな拍手が送られました。

令和元年度
八女市

教育の日

中原心音さん

中須賀教授

南中吹奏楽部の演奏平和学習の発表岡山小学校 上陽北汭学園

川口夏未さん
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太く響く和太鼓の音

　八女星のまつりが 11月9日㈯ ･10日㈰、星のふるさと公園で開催されました。
9日は地元の皆さんの太鼓や踊り・歌などでにぎわいました。10日は九州和太鼓フェ
スティバルが行われ、九州各地と台湾から集結した 8 団体により和太鼓の演奏と
パフォーマンスが繰り広げられました。八女伝統本玉露を使った玉露の淹れ方講
座や木工体験、天体望遠鏡づくりなどの体験イベント、特産品の販売もあり、来
場者は山里に響く和太鼓の音色や迫力を楽しんでいました。

　八女上陽まつりが 11月9日㈯・10日㈰、春の山公園で
開催されました。9日にはジュニアきんまレースがあり、60
チームの子どもたちがきんまレースに挑戦。10日は全日本
きんま選手権大会があり、一般の部に 35 チーム、レディー
スの部に27 チームが参加しました。俵を載せたきんまを 3
人で 42.195 ｍ引き、スピードと技、パフォーマンスを競い
ました。会場は歓声と笑い声に包まれ、にぎやかにレース
が行われました。結果は次のとおり。

【一般の部】①二神ファミリー② KSK Teachers ③井上道場
【レディースの部】①め組② TAKUMI ③チュウォン ちゃん
【パフォーマンス大賞】 嫁が好きすぎて
【ジュニアきんま】［小 4 以下の部］①りんどうヤングラガー
ズ ONE チーム②上妻少年野球クラブ B ③井上道場新弟子
チーム［小６以下の部］①井上道場兄弟子チーム②上妻少
年野球クラブ K ③井上道場弟弟子チーム

力を合わせてゴールまで疾走

く
ろ
ぎ
文
化
祭 

俳
句
大
会

　
11
月
２
日
㈯
～
5
日
㈫
に
行
わ
れ
た
く
ろ
ぎ
文
化
祭

（
黒
木
文
化
連
盟
主
催
）の
中
で
俳
句
大
会
が
あ
り
ま
し

た
。
結
果
は
、
特
選
と
佳
作
の
み
掲
載
。（
敬
称
略
）

【
特
選
】

寄
り
添
ひ
て
四
十
七
年
木
の
葉
髪
　  

役
果
た
し
そ
っ
と
流
る
る
落
し
水
　  

　   

【
佳
作
】

奪
ふ
も
の
根
こ
そ
ぎ
と
い
ふ
秋
出
水
　
　
　  

木
と
紙
の
家
の
安
ら
ぎ
う
す
紅
葉
　  

別
れ
蚊
を
箸
持
つ
ま
ま
の
目
で
追
ひ
ぬ
　
　
　 

童
話
読
む
父
を
囲
み
し
丸
火
鉢
　
　  

千
恵
子
抄
阿
武
隅
川
の
秋
出
水   

荒
川
ミ
ヤ
子

東
野
　
蓉
子

寺
田
　
睦
子

大
坪
　
延
子

三
宅
清
一
郎

青
木
　
早
弓

野
崎
万
智
子

　黒木町笠原の鰐八地区に伝わる県指定無形民俗文化財「旭座
人形芝居」本公演が 11月３日㈷、旭座人形芝居会館で行われ
ました。これは、明治５年ごろ、同地区に操りの名人が現れ、祝
いの席で徳利などを人形に見立て浄瑠璃にあわせて操ったのが
始まりとされています。公演は三味線に合わせて舞い踊る「寿式
三番叟」に始まり、黒木小人形浄瑠璃クラブ児童が演じる「傾城
阿波鳴門」巡礼歌の段、
保存会による「神霊矢
口渡」頓兵衛住家の段
が上演されました。当
日は約 300 人が来場
し、巧みな人形遣いと
大迫力の演技に大きな
拍手が送られました。

臨場感たっぷりの人形芝居

まちのわだい
ＴＯＰＩＣＳ
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　八女くろぎふるさと祭りが 11月3日㈷、駅跡イベ
ント広場でありました。今年も東関部屋が来場。子
ども力士とのぶつかり稽古や豪快な餅つきなどで会
場を盛り上げました。また、同部屋のちゃんこ鍋が販
売され、多くの人が列をなしていました。その他ステー
ジパフォーマンスや木工体験教室、ヤマメのつかみ
取り、白バイ走行
実演、物産展など、
会場ではさまざま
な催しが行われ、
訪れた人たちはイ
ベントを楽しんで
いました。

お相撲さんとふれあえた

　第 32 回奥八女黒木ハーフマラソンが 11月10日㈰、八女市黒木体育
センター駅跡広場をメイン会場として行われました。当日は、4 歳から
85 歳までの1,051人が参加。選手は、地元の皆さんの声援を受けながら、
奥八女黒木の鮮やかな紅葉の中を走り抜けました。 結果は次のとおりで
す。（敬称略） 
⃝ハーフ男子①小柗直樹（長崎県大村市）②衛藤剛（熊本県合志市）③𠮷
田 翔（佐賀県神埼郡吉野ヶ里町）⃝ハーフ女子①吉田広美（福岡市）②林
田碧（福岡市）③宮川由香（長崎県長崎市）⃝10キロ男子①渡辺暁雄（熊
本県山鹿市）②大嶧正隆（糸島市）③綿貫詠真（久留米市）⃝10 キロ女
子①園田聖子（糟屋郡篠栗町）②揚村菜月（福岡市）③金沢恵美子（久留
米市）⃝5キロ男子①中村泰二（朝倉郡筑前町）②大村友希（鞍手郡鞍手
町）③前田一成（佐賀県唐津市）⃝5キロ女子①楠田美紀（熊本県玉名郡
長洲町）②宮﨑伊津香（糟屋郡新宮町）③古賀蒼彩（久留米市）

1,051 人が奥八女黒木を駆け抜ける

坂本繁二郎画伯をしのぶ
　第 44 回帰居祭が 11月3日㈷八女
公園の坂本繁二郎画伯銅像前で開催
されました。これは文化勲章を受章し
た坂本画伯の遺徳をしのぶ式典で、画
伯の雅号が「帰居」だったことからこ
の名称がつけられました。式典には約
150 人の参加者が集まり、八女文化連
盟会員による献茶、献吟、献曲や、参
加者全員での献花、小 ･中･高生の
作文朗読などが行われました。今年は
没後 50 年を迎える年であることから、
参加者の感慨もひとしおのようでした。

広報八女 2019.12.1/15 合併号5

矢部の魅力がたくさん
　八女矢部まつりが 11月16日㈯ ･17日㈰、に矢部川源流
公園で行われました。農林産物や加工品を販売する「新鮮
青空市場」や、だご汁やまんどきそばなどを提供した「ふ
るさとの味コーナー」は大盛況。16日は村で歌い継がれて
きた公卿唄・木挽き唄・山師音頭などの民謡が披露されま
した。17日は多くの野菜や加工品が出品される農林産物品
評会即売会などが行われました。参加者は、山里に訪れた
実りの秋を喜び、矢部の魅力を堪能していました。
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　10 月17日㈭中島内蔵助翁の遺徳をしのぶ「中島
内蔵助翁墓前感謝祭」（中島内蔵助翁顕彰会主催）
が行われました。翁は江戸時代初期の庄屋で、土
地改良や干拓水利に励み、農家の福利増進に努め
ました。特に山の井井堰築堤に際しては、自ら人柱
となって工事を成功させたという逸話「左結びの緒
の草履」は今でも山の井川流域に伝えられています。
この日は翁を顕彰した墓前祭のほか、長峰小学校 4
年生による「左結びの緒の草履」の紙芝居発表、6
年生による奉納相撲が行われました。

いわいの郷にて除幕式

野球大会が行われました さるこコースに案内板設置
　10 月20日㈰、八女市上

かむつやめ

陽咩さるこ協会は、山内の山
ノ井公園において、「川辺の道さるこひふみよ橋コース」の
オープニングセレモニーを開催しました。山ノ井公園には
コース全体の案内板があり、コースの途中 20 か所ほどに
は、誘導サインが設置されています。当日は晴天に恵まれ、
市関係者や地元の区長、まちづくり協議会の委員も参加し、
さるこコースのオープンを祝いました。参加者からは、「一
人でも歩い
てみようと
思うくらい
にこのコー
スは素晴ら
しい」と声
を聞くこと
ができまし
た。

　9 月15日㈰から10 月26日㈯にかけて八女市立
花町行政区・クラブ対抗野球大会が開催されました。
結果は次のとおりです。（敬略称）

【チーム】
優勝 原島クラブ
準優勝 山崎
第３位 北山
第３位 白木 BC

【個人賞】
最優秀賞  上野保彦（原島クラブ）
優秀賞  猪口照往（山崎）
敢闘賞  川島大空（北山）
敢闘賞  入江 潤（白木 BC）

　八女市観光大使を務める声楽家・作曲家の岩﨑記代子
さんによる筑紫君磐井を題材に制作した「流れる雲が…」
の歌碑が、岩戸山歴史文化交流館（いわいの郷）に寄贈さ
れました。11月2日㈯には除幕式が執り行われ、三田村市
長から岩﨑さんに感謝状が贈呈されました。爽やかな秋晴
れの下で、岩﨑さんと音楽塾の生徒 40 人による「流れる
雲が…」の合唱が披露されました。

中島内蔵助翁に感謝して

　八女市出身の書家であり、和洋女子大学教授の井上清雅さん（本名井上清徳）が、
改組 新 第 5 回日本美術展覧会・第 5 科「書」の部門において「日展会員賞」を受賞し
ました。日展は日本を代表する総合美術展覧会であり、特に第 5 科「書」の部門は入
選率約1割の厳しい部門です。日展会員になるためには特選を 2 回受賞し、日展審査
員を経なければなりません。日展会員賞はその日展会員の中から高い評価を得た1人
にのみ与えられる賞です。井上さんは11月7日㈭に市役所を訪問し、受賞作品を八
女市に寄贈していただきました。この作品はおりなす八女研修棟に展示されています。

書道で日展会員賞
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　八女市未来づくり協議会主催の「地域づくり研修会」が 10 月16日㈬、
おりなす八女で開催されました。第1部では、「地域づくり提案事業」の採
択を受け取り組んだ活動事例の発表が行われました。豊岡地区自治運営協
議会は、耕作放棄地を菖蒲園として生まれ変わらせた取り組みについて、
夢かさはら自治運営協議会は、紅葉とアーティストの作品制作を通して人と
人の交流を深める取り組みについて発表しました。第2部では、トクノスクー
ル・農村研究所の徳野貞雄さんによる講演が行われました。過疎化が進ん
でいるものの子どもや孫たちの 7 ～ 8 割は近隣地区に住んでいるという現
状をベースに、それを後押しする地域政策が必要だと提唱されました。

　10 月20日㈰、矢部地区で体育祭が開催されました。
市町村合併後は、健康づくりのみならず、地域の和を
広げる場として矢部地域づくり協議会が主催していま
す。当日は、新競技のグラウンドゴルフをはじめとした
6 行政区の対抗競技や、矢部小・中、社会福祉協議
会矢部支所による競技、矢部保育園による鼓笛隊など
多彩な内容で盛り上がりました。保育園児から高齢者
まで一堂に会し、地域の絆を深める一日となりました。

いつでも安全に運転を　10 月4日㈮、11日㈮、25日㈮、11月1日㈮に八女中央自動
車学校で、八女シニア･ドライビングスクールを開催しました。
これは、高齢ドライバーによる交通事故が社会問題化されている
なか、自分の身体機能や判断能力、運転技術を認識してもらい、
自動車に安全に乗ってもらうことを目的とするものです。八女市・
八女中央自動車学校・八女警察署の 3 団体が連携して取り組み
ました。当日は、誤発進抑制装置搭載車の試乗体験等を行いま
した。今年度は 66 人が受講。受講者からは、「初心にかえり、
より安全運転に心がけようと思った」という声が聞かれました。

地域づくりを学ぶ

ダンスで全国の舞台へ

絆を深めた矢部地区体育祭

八女津媛神社周辺を安全に散策
　八女津媛神社境内周辺の公園駐車場等の整備が完了し11月4日㉁、関
係者と地元住民約 60 人が集まり完成式典が行われました。八女津媛神
社は矢部村神ノ窟地区にあり、今年創建 1,300 年を迎えます。神秘的な雰
囲気や紅葉などの自然を求めて訪れる人も多く、車を停めて安全に散策で
きるように昨年から整備が進められてきました。この日はテープカットのあ
とに地元に伝わる公卿唄で完成を祝いました。式典終了後には地元名物の
いも汁が振る舞われ、訪れていた参拝客も一緒に舌鼓をうちました。

　12 月14日㈯に愛知県中部国際空港で開催される「ダンスチャンネル 
ALL JAPAN CHALLENGE CUP 2019 FINAL」に出場するJuasoro（ダン
ススクール NEW CHILDREN’S）とRIAAK（ダンススタジオ WHEAT）の皆
さんが 11月1日㈮、三田村市長に出場を報告しました。7 月に福岡市で
開催された九州予選大会において、Juasoroは15 歳以下部門で準優勝、
RIAAK は12 歳以下部門で 3 位と健闘し、全国大会への出場権を手にし
ました。2グループは、しなやかで切れのあるダンスを市長に披露しました。
【Juasoro】吉田乃彩（黒木中1年）、内野きらり（同2年）、内藤杏香(同)、鹿子生
有季乃（同3年）【RIAAK】窪山琉日（上妻小5年）、伊藤愛華（長峰小6年）敬称略。
写真左からJuasoro、市長、RIAAK
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なぜ
なぜ人権－ かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

  

明
治
４
年
、
明
治
政
府
が
江
戸
時
代

の
身
分
の
廃
止
を
定
め
た
太
政
官
布
告

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

被
差
別
身
分
な
ど
が
廃
止
さ
れ
、
差
別

さ
れ
た
人
々
も
百
姓
・
町
人
身
分
と
同

じ
よ
う
に
平
民
と
な
り
、
制
度
の
上
で

は
職
業
や
住
む
場
所
を
自
由
に
選
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
の
仕
事
を
奪
わ
れ
、
生
活
も
だ
ん

だ
ん
苦
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
明
治
政
府
は
、

地
租
改
正
、
徴
兵

令
、
学
制
の
施
行
、

太
陽
暦
の
採
用
な

ど
、
急
激
な
制
度

の
改
革
を
矢
継
ぎ

早
に
行
い
、
近
代
化

を
推
し
進
め
て
い
き

ま
し
た
が
、
民
衆
の

生
活
は
苦
し
く
な

り
ま
し
た
。
不
安
や

政
府
に
対
す
る
不

満
が
高
ま
り
、
全

国
各
地
で
一
揆
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
揆
の
要
求
の
一
つ
に
、「
解
放

令
」に
反
対
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
自
分
よ
り
下
に
あ
っ
た
者
が

同
じ
に
な
る
よ
う
な
気
持
ち
か
ら
、
差

別
さ
れ
て
き
た
人
々
の
家
を
焼
い
た

り
、
殺
害
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
福
岡
県
で
も
30
万
人
が
参
加
し

た
と
い
わ
れ
る
筑
前
竹
槍
一
揆
が
起
こ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
民
衆
の
差
別
意
識
は
、

身
分
に
対
す
る
差
別
か
ら
集
落
や
出

身
者
に
対
す
る
差
別
へ
と
形
を
変
え
て

残
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
明
治
以
降
の
差
別
を
部
落
差
別
と
い

い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
解
放
令
」
は
意
味
の
な

い
布
告
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
被
差
別
部
落
の
人
々
は

「
解
放
令
」
を
支
え
に
、
差
別
を
乗
り

越
え
、
生
活
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る

動
き
を
各
地
で
起
こ
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
解
放
令
」が
出
さ
れ
た
が
…

　
明
治
時
代
に
な
る
と
、
幕
府
を
倒
し
た
薩
摩（
鹿
児
島
県
）や
長
州（
山
口
県
）等
の

人
た
ち
を
中
心
に
明
治
維
新
と
よ
ば
れ
る
政
治
や
社
会
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。
教
科
書
に
は
、
そ
の
改
革
の
一
つ
と
し
て
太
政
官
布
告（「
解
放
令
」）が
出
さ
れ

た
こ
と
や
、
当
時
の
差
別
さ
れ
た
人
々
の
生
活
の
様
子
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

教
科
書
で
た
ど
る
部
落
の
歴
史
④

な
ぜ
差
別
は
な
く
な
ら
な
か
っ
た

「
解
放
令
」
と
は

差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
の
努
力

  これは政府（太政官）から出
された「解放令」の一部です。
明治の始めの頃までは、各種
の通知文は、庄屋が書き写し
て、次の庄屋に送るという方
法がとられ、その内容を村の
人々に伝えていました。

八女市内のある庄屋のもとに
届いた「解放令」

明治の改革の一つ、太陽暦の採用（八女
市内の庄屋の記録）

（要約文）今般、太陰暦を廃止し、太陽暦
を採用する。来る12 月3日をもって、明治
6 年 1 月1日とする。1か年 365 日、12 か
月とし、4 年ごとに1日のうるう年を設ける。

今
も
残
る
一
揆
の
爪
痕
～
筑
前
竹
槍
一
揆
～

朝
倉
市・秋
月
の
商
家
が
襲
わ
れ
た
時
の
斧・鍬・

刀
の
傷
跡
。
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⃝

告
示
日
＝
12
月
2
日
㈪

⃝

縦
覧
期
間
＝
12
月
2
日
㈪
～

12
月
16
日
㈪

⃝

時
間
＝
８
時
30
分
～
17
時
15

分
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

⃝
会
場
＝
八
女
市
役
所
上
下
水

道
局

⃝
縦
覧
概
要
＝
事
業
計
画
区
域

（
認
可
区
域
）

【
変
更
後
区
域
】
６
４
５
㌶
〈
５

６
０
㌶
（
変
更
前
区
域
）
＋
85

㌶
（
拡
張
区
域
）〉

⃝

整
備
期
間
＝
平
成
10
年
度
～

令
和
7
年
度

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
下

水
道
工
務
係(

☎
２
３・１
６
７
０)

公共下水道事業計画区域（認可区域）等変更の告示・縦覧について
下水道法の規定により、公共下水道事業計画区域の変更（案）を告示・縦覧します。

― 市の収集については、各地区の収集日をご確認ください ― 問い合わせ＝環境課（☎ 23･1462）
12
／
22
㈰

23
㈪

24
㈫

25
㈬

26
㈭

27
㈮

28
㈯

29
㈰

30
㈪

31
㈫

１
／
１
㈷

2
㈭

3
㈮

4
㈯

5
㈰

6
㈪

7
㈫

ごみ収集
燃えるごみ（市収集） × 〇 〇 × 〇 〇 × × 〇 〇 × × × × × 〇 〇

直接持ち込み
八女西部クリーンセンター

・リサイクルプラザ
8時30分～ 16時45分

 

〇
〇 〇 〇 〇 〇 × ×

   

〇

   

〇 × × × × × 〇 〇

直接持ち込み
八女市環境センター

8時30分～ 16時45分
× 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

  
〇

  
〇 × × × × × 〇 〇

年末年始の
ごみの収集

【八女西部クリーンセンター・リサイクルプラザへの直接持ち込み】 
◦受け入れ時間は8時30分から16時45分までです。 
※1：12月22日㈰、30日㈪、31日㈫の12時から13時までの昼
休みの時間は持ち込みができません。
※家庭から出された「不燃ごみ」の持ち込みは、搬入証明書
があれば手数料が免除されます。環境課での搬入証明書発
行は16時までです。
※燃やすごみ・資源ごみの持ち込みは、搬入証明書は不要
ですので、直接持ち込んでください。
※ごみを直接持ち込む場合には、本人確認が必要ですので
身分証(免許証・保険証)をお持ちください。

【八女市環境センターへの直接持ち込み】
◦受け入れ時間は8時30分から16時45分までです。
※2：12月30日㈪、31日㈫は、受け入れ時間が8時30分から15時（12

時から13時を除く）まで。搬入証明書の提出は必要ありませ
んので直接持ち込んでください。

【12月22日㈰、30日㈪、31日㈫の八女西部クリーンセンターへの
搬入証明書発行業務と問い合わせ先】
◦本庁環境課　8時30分～16時 
※12月22日㈰の搬入証明書発行は、8時30分から11時30分は
大正町駐車場、13時から16時は環境課で行います。

【搬入証明書とは】
不燃ごみを持ち込まれる人が「八女市の住民であること」「持ち
込まれるごみが家庭から出された物であること」を確認し証明す
るもので、本庁環境課および各支所の市民生活福祉課で発行し
ます。これにより八女西部クリーンセンターでの不燃ごみ処理手
数料（10㎏あたり200円）が免除されます。
※店舗、事業所は対象になりません。

年末年始はごみの量の増加が見込まれ、交通事情などにより収集時間が変わ
ることがあります。収集後のごみ出しがないようにお願いします。また、ごみ
の直接持ち込みは混雑しますので、時間にゆとりをもって持ち込んでください。

※ 1
昼休み
あり

※２
15 時まで

※ 1
昼休みあり

Ｎ
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令
和
元
年
度
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
の
２
次
募

集
を
実
施
し
、
市
民
団
体
等
か
ら
提
案
さ
れ
た
事
業
を
選
考
し
た
結
果
、

４
件
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
市
内
の
各
地
域
で
、
提
案
に
基
づ
く

さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
広
報
八
女
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ
Ｍ
八
女
を
通
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振
興
課
地
域
づ
く
り
推
進
係
（
☎
２
３・１
２
２
４
） 

ま
ち
づ
く
り
の
提
案
４
件
を
採
択

団体名 活動名称 活動の概要

LightUpShow
実行委員会

Light Up 
Show

（ライトアッ
プショウ）

異業種で協力して、光の演出を取り入れた祭りを開
催し、八女のＰＲや地域活性化、文化の交流を図る。
売り上げは全額寄付金にするなどチャリティ出店も行
い、地域復興に役立てる。

八女ファミ
リー林業塾

八女ファミ
リー林業家
育成事業

地域の森林を長期的に管理し、守り育ていく林業家（＝
ファミリー林業家）を育成することを目的とした講演
会や、実技・演習を行う。地域に根付く林業家を育
成することで、移住・定住の促進に期待できる。

八女福島文芸
座

ふくしま元気
もん祭り～第
２の人生いき
がいづくりプ
ロジェクト～

生涯学習を行っている団体を集めて、活動成果発表
会を実施する。発表を通じて、新たな人とのつながり
が生まれ、各団体の活性化が期待できる。また、退
職される方に活動団体を紹介し、マッチングできる交
流の場を提供する。

劇団「大藤」
「 剣 ヶ 渕 物
語」再興プ
ロジェクト

黒木町で語り継がれている「春日と助能」の物語をオ
リジナル音楽劇として上演する。 
劇を通じて、市民の方に地元の歴史に触れてもらい、
郷土愛を育む。

　

飲
酒
運
転
は
懲
役
ま
た
は
罰
金
等

の
厳
し
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
会
社
の
解
雇
や
家
族
へ
の

影
響
な
ど
、
社
会
的
・
経
済
的
に
も

制
裁
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◦
運
転
者
以
外
に
も
厳
し
い
罰
則
が

科
さ
れ
ま
す
。

【
酒
類
の
提
供
】
飲
ま
せ
ち
ゃ
ダ
メ
！

【
車
両
の
提
供
】
乗
ら
せ
ち
ゃ
ダ
メ
！

【
飲
酒
運
転
車
両
へ
の
同
乗
】
乗
っ

ち
ゃ
ダ
メ
！

◦
飲
ん
だ
翌
日
の
運
転
に
注
意
！

　

飲
み
過
ぎ
る
と
翌
朝
に
な
っ
て
も

処
理
し
き
れ
な
い
ア
ル
コ
ー
ル
が
体

内
に
残
り
、
二
日
酔
い
の
状
態
で
ハ

ン
ド
ル
を
握
れ
ば
飲
酒
運
転
に
な
り

ま
す
。

◦
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

　

飲
み
会
の
前
に
は
、
お
酒
を
飲
ま

ず
友
人
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け
る「
ハ

ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
」
を
決
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
撲
滅　

飲
酒
運
転
だ
け
は

絶
対
に
し
な
い
！
さ
せ
な
い
！
許
さ

な
い
！
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
！

見
た
。
聞
い
た
。
飲
酒
運
転
に
関
す

る
情
報
は
す
ぐ
に
１
１
０
番
！

運転中の携帯電話の通話、スマートフォン・カーナビ等の画像
注視は交通違反です！令和元年 12 月 1日から、運転中の携帯
電話使等について、罰則等が引き上げられます。

▼令和元年度市民との協働によるまちづくり提案事業（２次募集）採択団体

運転中の
スマホや携帯は

絶対だめ！
※そのほか、歩行補助車等および軽車両に係る規定や、免許更新、
手数料に関する事項などの改正が行われています。詳細は福岡県警
察本部（☎ 092・641・4141）交通企画課までお問い合わせください。

例：普通車の場合
【現行】交通違反の点数 1 点
　　　 反則金 6,000 円

【改正後】
交通違反の点数３点　反則金 18,000 円

厳罰化

年末年始は飲酒の機会が増える時期です。飲酒運転は絶対にやめましょう！
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令和２ 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

　南北朝動乱の時代、後醍醐天皇の命を受けた懐良
親王は、わずか 8 歳の時に征西将軍として五条頼元
らと下向し、北朝勢力と攻防を繰り返し 25 年の歳月
をかけ九州を制覇。太宰府に南朝の征西将軍府を開
きました。懐良親王の後は、親王の甥にあたる良成
親王が西下し、後征西将軍となって九州南朝勢力の
中心となりました。今回は、懐良親王の征西将軍府と
五条氏に焦点を当て、九州南朝の実体について講演
していただきます。
◦日時＝１月 26 日㈰ 13 時 30 分～ 15 時
◦会場＝おりなす八女はちひめホール
◦演題＝「征西将軍府と五条氏について」
◦講師＝三浦龍昭さん（大正大学文学部 歴史学科 
准教授）
◦申込・問い合わせ＝文化振興課（☎ 23・1982）

 南北朝の歴史講演会

　黒木の冬の風物詩、冬の田代路におしろい
を塗って扮装した奴姿の男衆たちが大名行列
を従えて、ユーモアたっぷりに練り歩きます。
今年は中田代の氏子の皆さんが担当します。
◦期日＝12月8日㈰
◦時間＝▽打ちはじめ13時～ 
　　　  ▽大名行列13時30分ごろ～
◦場所＝黒木町中田代～八龍神社（大名行列）
◦問い合わせ＝文化振興課（☎２４・８１６３）

田
代
の
風
流

福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

【三河小学校へ】三河校区運動会実行委員会
実行委員長　松延溥之＝長机 5 脚

五條家襖絵（五條家収蔵）

寄附のお礼　※敬称略

　寒くなると、暖房器具の使用機会が増え、
それに伴い火災や事故等も増加します。使用方法を
確認し、火災や事故を未然に防ぎましょう。
①暖房器具への燃料を給油する場合は必ず消火して
行う。また、給油後に再燃焼させる
際は、燃料漏れがないか確認する。
②ストーブ等の上で洗濯物を干した
り、可燃物をそばに置いたりしない。
③就寝時には、必ず消火する。
④スプレー缶を暖房器具の近くや
温風のあたる場所に置かない。
⑤給油前に、必ず油種を確認する。
⑥暖房器具使用時は、こまめに換気する。
⑦長期間保管した不良灯油や不純物質の混入した不
純灯油を使用しない。

暖房器具を正しく使いましょう
八女消防本部

12/8
㈰

キリトリセン
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消費生活
そうだん

通
信
販
売
の
定
期
購
入
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す

　

通
信
販
売
で
化
粧
品
や
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
購
入
し
た
ら
、
定
期
購
入
だ
っ
た

と
い
う
相
談
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
事
例
】

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
広
告
に
『
ラ
ク
し

て
痩
せ
ら
れ
る
』『
お
試
し
価
格
３
０
０

円
』
と
出
て
い
た
の
で
、
ス
マ
ホ
で
そ

の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
注
文
し
、
商
品
が

届
い
た
。
し
か
し
翌
月
、
ま
た
同
じ
商

品
が
届
き
、
５
９
８
０
円
の
振
込
票
が

入
っ
て
い
た
。
会
社
に
問
い
合
わ
せ
る

と
、
毎
月
商
品
が
届
く
定
期
購
入
で
、

最
低
4
回
と
る
こ
と
が
条
件
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

【
解
説
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
広
告
は
、
カ
タ

ロ
グ
や
チ
ラ
シ
の
紙
面
と
違
い
、
画
面

が
見
づ
ら
く
、
小
さ
な
文
字
を
見
落
と

し
が
ち
で
す
。
契
約
内
容
の
重
要
事
項

が
、
ペ
ー
ジ
の
最
下
部
ま
で
ス
ク
ロ
ー

ル
し
な
い
と
出
て
こ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
『
お
試
し
価
格
３
０
０
円
』

と
い
う
文
字
を
大
き
く
強
調
し
、『
定

期
購
入
』
と
い
う
文
字
は
そ
の
10
分
の

1
く
ら
い
の
小
さ
な
文
字
で
書
か
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

事
例
の
場
合
、
相
談
者
が
改
め
て
画
面

を
見
直
し
て
み
た
と
こ
ろ
、『
定
期
コ
ー

ス
』
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

【
注
意
点
】

① 

格
安
の
化
粧
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は

定
期
購
入
か
も
し
れ
な
い
の
で
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

② 

注
文
の
際
、
確
認
ボ
タ
ン
を
押
し
た

あ
と
に
表
れ
る
確
認
画
面
に
必
ず
目
を

通
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

通
信
販
売
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

（
無
条
件
解
約
）
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
者
の
表
示
の
仕
方
が
問
題
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八

女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

平
日
８
時
30

分
～
16
時
30
分（
☎
２
３・１
１
８
３
）

59

慰
霊
塔
へ
と
杖
を
曳
く
紅も
み
じ葉

冷び
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

堤    

多
鶴
子

ち
ん
ま
り
と
束
ね
て
小
菊
売
ら
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

中
川
原
篤
子

月
今
宵
石
人
両
手
か
ざ
し
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
井
上
ト
シ
子

奥
八
女
の
そ
の
又
奥
や
葦
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

松
延
み
さ
と

柿
右
衛
門
生あ

れ
し
ふ
る
さ
と
柿
熟
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

牛
島   

景
子

沖
縄
の
命
焼
出
首
里
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　 
吉
泉   

守
峰

忍
び
寄
る
正
座
の
膝
の
夜
寒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

青
木   

早
弓

薄
紙
を
剥
ぐ
や
う
に
癒
え
小
鳥
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

寺
田   

睦
子

ほ
ほ
笑
ん
で
菊
に
埋
も
れ
る
棺
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
東
野   

蓉
子

大
手
ま
り
小
さ
く
二
つ
帰
り
咲
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

松
尾
ア
サ
子

柚
子
の
青
胡
し
ょ
う
の
青
や
瓶
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

野
崎
万
智
子

訪
れ
し
酔
客
の
手
に
金
木
犀

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

松
尾
満
留
美

白お
し
ろ
い粉に

か
く
す
素
顔
や
十
三
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

栗
山   

豊
秋

黒
木
町
く
す
の
実
句
会

八
女
紫
苑
句
会

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報R1.12）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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12月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～ 20時
　　　　　　　　土日祝10時～ 18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

図書館の休館日
12月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

✿12月の館内整理日は27日㈮✿

幼児～小学生の皆さんが対象です♪
♥本館＝7日、14日、28日
※いずれも土曜日14時～
※21日はクリスマスおはなし会
おはなしコーナー
♥黒木分館＝7日㈯10時30分～
おはなしコーナー

12月のおはなし会

12月のあかちゃんおはなし会
0～2歳くらいのお子さんが対象です♪
♥本館＝1日㈰、21日㈯11時～
 2階研修室
♥黒木分館＝21日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
3 ㈫、10 ㈫、17 ㈫、24 ㈫、27 ㈮、12/29～1/3

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
2 ㈪、9 ㈪、16 ㈪、23 ㈪、27 ㈮、12/29～1/3

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2 ㈪、9 ㈪、16 ㈪、23 ㈪、27 ㈮、
12/29～1/3

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します129

　
人
形
劇
や
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
楽
し
い
お
は
な
し
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
♪

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
よ
。
友

達
と
誘
い
合
っ

て
ぜ
ひ
き
て
く

だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
12
月
21
日
㈯

14
時
～

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル

◦
出
演
＝
な
か
よ
し
文
庫

（
申
込
不
要･

参
加
無
料
）

移
動
図
書
館
ぶ
っ
く
る
ん
号

も
く
る
よ
。
利
用
カ
ー
ド
を

持
っ
て
き
て
ね
！

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立

図
書
館 

本
館

（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

　今年も、図書館ボランティアや
利用者の皆さんに支えられた1年
でした。福島中学校の生徒さんを
はじめ、小学生から高校生まで、
たくさんの子どもたちが図書館事
業に協力してくれました。本当に
ありがとうございます。これから
も図書館を応援してくださいね。

福島中学校の生徒の皆さん、
楽しい時間をありがとう！

11
月
9
日
ふ
く
ち
ゅ
う

お
は
な
し
会
の
様
子

二人の趣味は旅行と相撲観戦。
最近は家庭菜園で珍しい品種の
野菜や果物を実験的に育てていま
す。美味しく気に入ったものがあれ
ば農業として栽培し、多くのお客さ
んに届けていきたいです。

　

昨
年
12
月
に
東
京
都
か
ら
上
陽
町

に
移
住
さ
れ
た
長
島
央
明
さ
ん
・
憂
紀

さ
ん
夫
妻
。
現
在
は
、来
年
か
ら
始
ま

る
独
立
就
農
に
向
け
て
農
業
研
修
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
憂
紀
さ
ん「
東
京
で
暮
ら
し
て
い

た
頃
は
、主
人
は
舞
台
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
、私
は
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
し
た
。主
人
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
舞
台
に
出
演
し
た
こ
と
が
出
会

い
と
な
り
結
婚
に
至
り
ま
し
た
。お
互

い
の
趣
味
で
あ
る
旅
行
を
重
ね
る
う

ち
に
自
然
豊
か
な
土
地
で
自
分
た
ち

の
ペ
ー
ス
を
保
ち
な
が
ら
生
活
を
し

た
い
と
夢
を
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。約
２
年
間
、移
住
活
動
を
し
て
い

ま
し
た
が
、あ
る
時
、私
の
故
郷
で
あ

る
八
女
に
帰
省
し
た
際
に
、二
人
が
理

想
と
す
る
住
ま
い
や
環
境
な
ど
の
条

件
が
揃
っ
て
い
た
た
め
八
女
に
移
住

す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
」

　
央
明
さ
ん「
移
住
前
に
八
女
の
農

家
さ
ん
と
交
流
で
き
た
こ
と
も
決
断

の
後
押
し
に
な
り
ま
し
た
。八
女
は
、

新
規
就
農
の
体
制
や
多
品
目
の
農
産

物
が
栽
培
で
き
る
気
候
・
土
地
条
件

に
恵
ま
れ
、マ
ル
チ
な
農
業
経
営
が
可

能
だ
と
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
は
農
業

は
未
経
験
で
し
た
の
で
、現
在
は
、個

人
の
農
家
さ
ん
の
元
で
農
業
研
修
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
独
立
就
農

の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。来
年
か
ら
い

よ
い
よ
独
立
で
す
。二
人
の
夢
で
あ
る

み
か
ん
や
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
と
い
っ
た

果
樹
や
リ
ー
フ
レ
タ
ス
な
ど
を
栽
培

す
る
予
定
で
す
。資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の

面
で
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
国
の
制

度
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
な

が
ら
夫
婦
二
人

三
脚
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」

二
人
三
脚
で
就
農
に
チ
ャ
レ
ン
ジ　

長
島
央て
る
明あ
き
さ
ん
・
憂ゆ
う
紀き

さ
ん
（
上
陽
）

いつもありがとうございます

インタビューの
詳細はこちら↓

子どもたち
集まれー！
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ど
の
よ
う
な
資
産
が
申
告
対
象
と
な

り
ま
す
か
。

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資

産
と
は
、
会
社
や
個
人
が
そ
の
事
業

の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
・

器
具
・
備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。

資
産
内
容
が
去
年
と
変
更
が
な
く
て

も
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
。

地
方
税
法
に
よ
り
毎
年
１
月
１
日
現

在
で
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
の
内

容
を
資
産
が
所
在
す
る
市
町
村
に
申
告
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
税
務
署
に
確
定
申
告
を
し
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
償
却
資
産
の
申
告
が

必
要
な
の
で
す
か
。

税
務
署
に
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
は

国
税
（
所
得
税
な
ど
）
の
計
算
の
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
償
却
資
産
の
申
告
は

市
税
で
あ
る
固
定
資
産
税
の
計
算
に
必
要

な
も
の
で
す
。
税
務
署
へ
の
提
出
と
は
別

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

耐
用
年
数
を
経
過
し
減
価
償
却
が
終

わ
っ
た
資
産
も
申
告
が
必
要
で
す
か
。

減
価
償
却
済
み
と
な
っ
た
資
産
で
も

取
得
価
格
の
５
％
が
評
価
額
と
し
て

残
り
ま
す
。
そ
の
資
産
が
事
業
用
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
あ
る
限
り
、

償
却
資
産
と
し
て
の
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
の
対
象
と
な
ら
な
い
償
却
資
産

は
あ
り
ま
す
か
。

対
象
と
な
ら
な
い
も
の
に
は
次
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。
❶
自
動
車
税
、
軽

自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
べ
き
も
の

（
例
：
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
）
※
軽

自
動
車
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

❷
無
形
固
定
資
産
（
例
：
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

特
許
権
）。
❸
耐
用
年
数
１
年
未
満
ま
た

は
取
得
価
格
10
万
円
未
満
の
償
却
資
産

で
、
税
務
会
計
上
固
定
資
産
と
し
て
計
上

し
な
い
も
の
。
❹
取
得
価
額
20
万
円
未
満

の
償
却
資
産
で
、
税
務
会
計
上
3
年
間
で

一
括
償
却
し
て
い
る
も
の
（
※
こ
こ
に
掲
げ

て
い
る
の
は
一
例
で
す
）。

【
構
築
物
】
看
板
、
駐
車
場
舗
装
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
、
テ
ナ
ン
ト
が
施
工
し
た
店
内

改
装
な
ど

【
機
械
お
よ
び
装
置
】
工
作
機
械
、
印
刷

機
械
等
の
各
種
産
業
用
機
械
類
、防
霜
フ
ァ

ン
な
ど
の
農
業
設
備
類
な
ど

※
太
陽
光
発
電
設
備
も
償
却
資
産
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
車
両
お
よ
び
運
搬
具
】
大
型
特
殊
車
両
、

運
搬
機
な
ど
（
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
対
象
を
除
く
）

【
工
具
・
器
具
お
よ
び
備
品
】

パ
ソ
コ
ン
・
コ
ピ
ー
機
な
ど
の
事
務
機
器
、

理
容
・
美
容
業
用
機
器
、
応
接
セ
ッ
ト
、

自
動
販
売
機
な
ど

◦
申
告
期
間
＝
令
和
2
年
１
月
6
日
㈪
～

1
月
31
日
㈮

◦
提
出
先
＝
本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
福
祉
課
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１
月
は
償
却
資
産
の
申
告
月
で
す

必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

償
却
資
産
と
は
、
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
の
こ
と
で
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産
の
増
減
、
異
動
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
地
方
税
法
に
基
づ
き
申
告
の
義
務
が
あ

り
ま
す
。
期
間
内
に
必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

事業主の
皆さんへ

　

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
時
点
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
次
の
場
合

は
、
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活

福
祉
課
へ
届
出
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、「
解
家

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き

　

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
評
価
額
を
算
定
す
る

た
め
に
、
税
務
課
職
員
が
調
査
に
伺
い

ま
す
。

③
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

　

所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、「
相

続
人
代
表
者
指
定
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
届
出
は
、
相
続
登
記
が
完

了
す
る
ま
で
の
間
、
相
続
人
を
代
表
し
固

定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を
受
領
す
る

人
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。
相
続
に
よ
る

所
有
権
移
転
登
記
は
別
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
人
代
表
者
を
変
更
す
る

場
合
は
、
改
め
て
「
相
続
人
代
表
者
変

更
届
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
固
定
資

産
税
係
（
☎
２
３・１
１
１
２
）

家
屋
の
取
り
壊
し
、
新
築
・

増
築
お
よ
び
所
有
者
が
亡
く

な
っ
た
と
き
は
届
け
出
を
！

対
象
と
な
る
償
却
資
産
の
具
体
例

問答問問

答

問答答

答 問

◦
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
固
定

資
産
税
係（
☎
２
３・１
１
１
２
）
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①
給
水
管
の
凍
結
対
策　

▼
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
に

保
温
材
や
布
な
ど
を
巻
い
て
保
温
す

る
。

※
保
温
材
や
布
の
上
に
は
ビ
ニ
ー
ル
テ

ー
プ
な
ど
を
巻
い
て
防
水
す
る
（
保
温

材
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で

き
ま
す
）。

②
水
道
メ
ー
タ
ー
の
凍
結
対
策

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、
布
や

破
っ
た
新
聞
紙
な
ど
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
た
も
の
を
詰
め
て
、
保
温
す
る
。

※
直
接
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
布

な
ど
を
入
れ
る
と
、
管
と
一
緒
に
凍
っ

て
破
損
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
て
濡
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
そ
れ
で
も
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

▼
自
然
に
解
凍
す
る
の
を
待
つ
。

▼
凍
結
し
た
水
道
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を

か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ

る
ま
湯
を
か
け
て
解
凍
す
る
。

※
急
に
熱
い
お
湯
を
か
け
る
と
、
水
道

管
が
破
裂
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④
漏
水
の
確
認
方
法

▼
家
庭
内
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
た
状

態
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
中
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
部
分
（
丸
い
コ
マ
）
が
回
転
し
て

い
な
い
か
確
認
す
る
。
※
コ
マ
が
回
転

し
て
い
れ
ば
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

⑤
漏
水
が
判
明
し
た
場
合
は

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を

閉
め
、
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者

へ
修
理
を
依
頼
す
る
。

⑥
必
ず
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ

▼
給
水
装
置
工
事
（
水
道
の
新
設
・
改

造
・
修
繕
・
撤
去
）
は
、
水
道
法
に
よ

り
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
で
な
け

れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
漏
水
に
よ
る

水
道
管
の
修
理
、
住
居
解
体
に
よ
る
撤

去
の
場
合
な
ど
も
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
業
者
名
な
ど
は
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
八
女
市
内
業
者
の
み
掲
載
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局

《
料
金
》
☎
２
３
・
１
９
４
９

《
工
事
》
☎
２
３
・
１
１
０
７

福　島
丸谷商事 ２３・４１１８
千代田工業㈱ ２２・４３０７
牛島電機工業㈱ ２４・２１７１
㈱吉田ボーリング工業 ２４・４７４３
ひら川設備 ２４・３１１５
アズ八女店 ２４・１１０１
長　峰
創水 ２２・５８４０
㈲井手プロパン商会 ２３・３０６５
㈲岩本住設 ２２・４７１８
㈲八女衛生社 ２３・５４３５
水環境企画・一究 ２２・５１０９
ともけい設備 ２２・３５６４
㈱ホクショウ ２３・３３２３
牛島設備工業㈲ ２３・７５７0
橋村建設工業有限会社 ２３・６８９８
上　妻
八女食糧販売㈱ ２３・２１６６
牛島燃料店 ２２・２８６９
三宅設備 ２３・２３６８
㈲馬場燃料店 ２２・４０６０
井上設備 ２４・０１６５
三　河　
田中設備 ２２・３９４４
㈱木下組 ２４・２３１３

八　幡
㈲スミ設備工業 ２２・５４６５
忠　見
川口ガス住設 ２３・７６６７
野田ホームガス設備 ２２・３０１５
西村住設 ２４・１０６７
川　崎
㈱桐明組 ２４・３３５５
岡　山
㈱中村 ２３・３１５８
ＥＭ田中 ２２・４３１９
㈲タナカエンジニア ２４・３１４７
清香設備工業㈱ ２２・７８８８
大石設備 ２３・０８４８
すまい創琳 ２２・５６１２
德住工業 ２４・５２６２
濵田設備 ２４・４８１８
エヌ・ピー・シー ２２・３９８６
まつのぶ住設 ２4・３５２３
黒　木
㈲橋村住設 ４２・００９６
㈲住環境総合開発 ４２・１１８５
ケア設備梅野 ４２・３４５０
仁田原商店 ４５・００３５
モリアキ建設㈲ ４２・３８２７
三和住宅設備 ４２・４０５１
合柴尾電気商会 ４２・１１８３

馬渡設備工業 ４２・１３３５
㈲椿原住宅設備 ４２・０２６９
椿原住宅設備工事部 ４２・１２３７
㈲穴見商店 ４２・０１３０
和興住宅設備 ４５・０８７９
立　花
㈲立花電工 ２３・１５３３
㈲クリハラ管工事 ２２・５９７１
㈲弥栄工業 ２３・１１９８
電 ’s タカヤマ ３７・００６２
㈲今村住設 ３７・０３１６
マルタ電器 ３７・０２５６
㈲牛嶋住興 ２２・６６１１
原管工 ３７・０６９２
河原設備 ３７・０５５３
平島設備 ３７・１０２５
上　陽
㈲角屋 ５４・３３１８
㈲Ｍデンコウ ５４・２２７８
㈱高田電気 ５４・２０４９
ミスミデンキ ５４・２１４３
㈲井上商店住設部 ５４・２１６５
㈲ヤマト ５４・２１２５
西木テレビサービス ５４・３２０８
星　野
㈱山口電気 ５２・３２１８

▼指定給水装置工事事業者・電話番号（令和元年11月1日現在）

水
道
管
に
も
冬
支
度
を

例
年
冬
場
に
は
家
庭
の
水
道
管
が
凍
結
に
よ
り

破
損
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
す
。
宅
内

で
漏
水
が
あ
る
と
、
非
常
に
高
額
な
水
道
料
金

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管

に
も
冬
支
度
を
し
て
、
凍
結
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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募集職種（募集人員） 応募資格／業務内容等 受付期間 試験日・会場 提出書類 申込・問い合わせ
主任介護支援専門員

（八女地域包括支援
センター勤務）《１人》

《応募資格》主任介護支援専
門員の有資格者／普通自動
車免許を有する人

12 月 9 日㈪～
1 月10 日㈮

（ 土日祝日、12
月 29 日 ～ 1 月
3 日除く）

※郵送は１月10
日㈮必着

〈試験日〉
2月2日㈰

〈試験会場〉
八女市役所 ・申込書

・各資格証
明書の写し

※申込書は
各 課 に 準
備。八女市
ＨＰからダウ
ンロード可

介護長寿課
 地域包括支援係

（☎ 23・1203）

介護認定訪問調査員
《１人》

《応募資格》介護支援専門員
の有資格者／普通自動車免
許を有する人

介護長寿課
 介護認定係

（☎ 23・1353）

給付適正化職員
《1 人》

《応募資格》介護支援専門員
の有資格者／普通自動車免
許を有する人

介護長寿課
 介護サービス係

（☎ 23・2545）

多世代交流館館長
《1 人》

《応募資格》ボイラー技士有
資格者／普通自動車免許を
有する人

介護長寿課
 高齢者支援係

（☎ 23・1308）多世代交流館事務
職員《2 人》

《応募資格》
普通自動車免許を有する人

八女市総合体育館勤
務職員

《若干名》

《業務内容》体育施設利用受
付、体育施設の維持管理、
スポーツ大会の運営支援等

《応募資格》普通自動車免許
（マニュアル車）を有する人

１月 22 日㈬～ 2
月 5 日㈬（月曜
除く）
※郵送は 2 月 5
日㈬必着

〈試験日〉
2月16日㈰

〈試験会場〉
八女市役所

スポーツ振興課
（☎ 24・1230）

文化財専門職員
《1 人》

《応募資格》学芸員の資格を
有し、発掘現場での文化財
調査の経験がある人

《業務内容》整理作業（発掘
調査報告書作成業務）・埋蔵
文化財発掘調査業務

１月 22 日㈬～
2 月 5 日㈬（土
日除く）
※郵送は 2 月 5
日㈬必着

文化振興課
 文化係

（☎ 23・1982）

令和 2 年度 会計年度任用職員を次のとおり募集します
《共通事項》◦雇用条件＝八女市の規定による。◦採用年月日＝令和 2 年 4 月1日◦採用選考方法＝書類審査、
作文および面接。※詳細については担当課までお問い合わせください。

　市職員が、病気休暇中に、療
養専念義務を怠り、パチンコ店
やゴルフ場での遊興を繰り返し、
虚偽の報告や誓約違反を行った
行為は、市職員としての信用を
著しく傷つけた重大な非違行為
と判断し、11月5日付けで次の
とおり処分しました。
　このような不祥事を起こし誠
に遺憾であり、市民の皆さまに
お詫びを申し上げるとともに、今
後は服務規律を徹底させ、組織
を挙げて再発防止に取り組み、
二度とこのような事案が発生し
ないよう万全を期す所存です。

【被処分者】市民部環境課参事
補佐（49 歳・男性）

【処分の内容】懲戒処分として
停職２月

職員の処分について

◦地域の運動
会やスポーツ
大会への飲食
物の差入れ
◦お祭りへの
寄附や差入れ

八女市選挙管理委員会・八女市明るい選挙推進協議会
　◦問い合わせ＝総務課（☎ 23・1111）

   三ない運動「贈らない！」「求めない！」「受け取らない！」

◦お歳暮やお年賀
◦入学祝・卒業祝

◦病気見舞い

◦秘書などが代
理で出席する場
合の葬式の香典

◦秘書など
が代理で出
席する場合
の結婚祝

◦落成式・開店
祝の花輪
◦葬式の花輪・
供花

◦町内会の集会や
催物への寸志や飲
食物の差入れ

年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多い
シーズンですが、政治家が選挙区内の人に、お金や物を
贈ることは公職選挙法で禁止されています。寄附禁止の
ルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

み
ん
な
で
徹
底
し
よ
う
！「
三
な
い
運
動
」

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
、
有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

選
挙
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えのきとピーマンののり豚肉巻き
八女はおいしい

～ ふるさとの恵み ～

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

129kcal
12.1g
6.3g
5.2g

318mg
10mg
24mg
0.8mg

2.0g
0.7g

1人分あたりの栄養価
【作り方】
①えのきは石づきを除き、8 等分にする。ピーマン、パプ
リカはヘタと種を除き、細切りにし、8 等分にする。
② のりは細長く4 枚に切る。
③ 豚肉を広げ、塩、こしょうをふり、のりを重ねた上に①
をのせて巻く。肉の部分に片栗粉をふる。
④ フライパンにオリーブ油を熱し、③を並べ入れる。焼
き色がついたら、Ａを加え、全体にからめる。
⑤ 半分に切り、皿に盛る。

八女市食生活改善推進会の研修会で作った、福岡県
産のりを使った一品です。お好みの野菜を巻いて、ぜ
ひ作ってみてください。

毎日の食卓に野菜料理を一品プラス。野菜を１日350ｇ以上食べましょう。

【材料】4人分
豚ロース薄切り肉･･･8枚、えのき･･･100ｇ、ピーマン･･･40ｇ

（八女産）、パプリカ（赤･黄）･･･各40ｇ、焼きのり（全形）･･･2枚、
塩･こしょう･･･少々、片栗粉･･･適量、オリーブ油･･･小さじ1
酒･･･大さじ1、濃口醤油･･･大さじ2

【調理時間】　30分程度

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３
・１
３
５
２
）

　住民の皆さんの健やかな毎日
のために、健康相談を行ってい
ます。保健師が健康に関するい
ろいろな相談に応じます。

（《※》を記した会場では、管理
栄養士による栄養相談も行いま
す）予約優先。ご希望の人は、
電話で予約を受けています。
◦1月6日㈪10時～ 10時40分
八女市保健センター 《※》
◦1月9日㈭14時～ 14時40分
矢部基幹集落センター
◦1月10日㈮10時～ 10時40分
そよかぜ（星野）
◦1月15日㈬10時～ 10時40分
上陽支所
◦1月20日㈪10時～ 10時40分
かがやき（立花）
◦1月28日㈫10時～ 10時40分
ふじの里（黒木）

健康相談 

【旧八女市・立花町の皆さん】
◦会場　やめっこ未来館
◦受付時間　13時15分～ 14時
15分
◦月日・対象
1月14日㈫＝10か月児（平成31
年3月生）健康診査
1月15日㈬＝4か月児（令和元年
9月生）健康診査
1月23日㈭＝3歳児（平成28年12
月生）健康診査
1月28日㈫＝1歳6か月児（平成
30年6月生）健康診査

【旧黒木町・上陽町・矢部村・星野
村の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日時＝1月21日㈫13時30分～
14時30分
◦対象＝1歳6か月児（平成30年
5月～ 6月生）／ 3歳児（平成
28年11月～ 12月生）健康診査
※対象者には個別に通知します。
事前に連絡いただくとどちらの
会場でも健診を受けることがで
きます。

乳幼児健診 

　心理士による個別相談です。対
象者は小学校就学前までの、成長
発達面に不安がある人です。予約
制のため、ご希望の人は電話で予
約を受けています。
◦申込・問い合わせ＝子育て世代
包括支援センター（☎24・8282）

乳幼児心理相談

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）
のお話と調理。要予約。定員12人。
託児あり（要申込）。
◦日時＝1月16日㈭ 10時～ 12時
※受付9時30分～ 9時50分　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝エプロン、三角巾、
手ふきタオル、母子健康手帳、
筆記用具、4か月児健診で配布
した離乳食冊子

ベビーズクッキング

　心理士による個別相談です。
対象者は市内在住で、こころに
悩みがある人です。気軽にご
相談ください。要予約。
◦日時＝1月22日㈬
※受付13時30分～ 15時30分
◦会場＝おりなす八女研修棟

心理士によるこころの相談

　子育てのことで少しでも心配な
ことがあったら気軽にご相談くだ
さい。身長・体重測定もできます。
母子健康手帳をお持ちください。
相談日以外でも、窓口や電話で
子育て相談を行っています。
◦1月8日㈬ 9時30分～ 10時30分
／やめっこ未来館

子育て相談

Ａ

1
月
の
各
種
相
談
・
健
診
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1月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥
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入
場
無
料
、
申
込
不
要
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
定
員

各
50
人
程
度
。

▽
立
花
隣
保
館
『
部
落
差
別
解

消
法
と
私
た
ち
の
課
題
』

◦
講
師
＝
迫
本
幸
二
さ
ん
（
福
岡

県
人
権
研
究
所
事
務
次
長
）

◦
日
時
＝
12
月
４
日
㈬
19
時
～

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
・
N

２
３
・
６
４
９
８
）

お
知

ら
せ

▽
八
女
市
隣
保
館
（
八
女
し
あ

わ
せ
交
流
館
）『
水
平
な
社
会
を

め
ざ
し
て
』

◦
講
師
＝
城
野
俊
行
さ
ん
（
元
高

等
学
校
教
師
）

◦
日
時
＝
12
月
13
日
㈮
19
時
30

分
～

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
・
N

２
４
・
５
８
４
６
）

　

大
き
な
松
ぼ
っ
く
り
に
色
を

塗
っ
て
、
自
分
だ
け
の
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
12
月
８
日
㈰
13
時
～

16
時

◦
参
加
費
＝
１
人
８
０
０
円

◦
定
員
＝
20
人
（
要
予
約
）

◦
場
所
・
申
込
＝
げ
ん
き
館
お
お

ぶ
ち
（
電
話
か
メ
ー
ル
で
代
表
者

名
・
参
加
人
数
・
連
絡
先
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
）
☎
２
４
・
８
２

１
７
／
Rgenkikanoobuchi@

gm
ail.com

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
等

の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
８
日
㈰
、
12
月

22
日
㈰
９
時
～
12
時
※
悪
天
候

の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
12
月
８
日
㈰
８
時
立
花

体
育
館
集
合
※
約
２
時
間

◦コ
ー
ス
＝
道
の
駅
た
ち
ば
な
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

今
回
は
「
酒
屋
女
将
の
き
も
の

み
ち
」
と
題
し
、
合
原
直
美
子
さ

ん（
恵
比
寿
酒
店
女
将
）の
講
演
。

参
加
料
１
０
０
円
。
講
演
終
了

後
懇
親
会
あ
り
。
食
べ
物
各
自

１
品
持
参
。
定
員
40
人

◦
日
時
＝
12
月
10
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎（
清

水
町
商
店
街
）☎
２
４・９
６
５
７

　

ご
希
望
の
人
は
お
越
し
く
だ

さ
い
。
予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
12
月
14
日
㈯
15
時
～

16
時
30
分

◦
会
場
＝
八
女
筑
後
歯
科
医
師

会
会
館
（
本
町
７
７
４
）

◦
担
当
＝
久
留
米
大
学
病
院
歯

科
口
腔
医
療
セ
ン
タ
ー
楠
川
教
授

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
筑
後
歯
科

医
師
会
（
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

　

八
女
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主

催
、
八
女
市
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
共
催
。
唐
揚
げ
・
パ
ン
等

の
飲
食
販
売
や
手
芸
品
の
出
店
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
豪
華
景
品

が
当
た
る
大
抽
選
会
も
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
12
月
15
日
㈰
10
時
～

15
時
※
雨
天
決
行

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館
・
八
女

公
園

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
３
３
１
３
）

　

清
水
町
商
店
街
の
お
店
が
出

店
。
琉
球
舞
団
「
黒
琉
」
の
演
舞

や
百
円
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。

◦
日
時
＝
12
月
15
日
㈰
10
時
～

16
時

◦
場
所
＝
清
水
町
商
店
街
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
清
水
町
商
店
街

（
担
当
）
栫か
こ
いさ

ん
（
☎
０
８
０
・

無
料
口
腔
が
ん
検
診

清
水
町
商
店
街
イ
ベ
ン
ト

健
康
・
雑
貨
マ
ル
シ
ェ

障
が
い
者
支
援
～
第
13
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
福
祉
バ
ザ
ー

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
軽
ト
ラ
市

松
ぼっ
く
り
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

隣
保
館
人
権
講
演
会

第
69
回
地
域
活
動
講
演
会

　八女市在住の 20 歳～ 74 歳の人で
HbA1c（過去 1～ 2 か月の平均的な血
糖値）が 5.6 ～ 6.4（境界型）で糖尿病
の治療をされていない人を対象にした教
室を行います。
◦日時＝１月29日㈬ 10 時～ 12 時（受
付・健康チェック 9 時 30 分～ 9 時 50
分）◦場所＝おりなす八女研修棟１階第
２研修室◦定員＝ 30 名（要申込）◦参
加費＝無料◦持ってくる物＝特定健診結
果、筆記用具、八女市健康ポイントカー
ド（お持ちの人のみ）◦内容＝血圧測定
など健康チェック、市保健師、管理栄養
士によるによる糖尿病予防と食事につい
ての話。当日は、普段ご自身が食べてい
る食事量のチェックなども行います。
◦申込期間＝１月６日㈪～１月17日㈮
◦申込先＝健康推進課（☎ 23・1352）

八女市
健康ポイント
事業対象

も
よ
お
し

　2 月 15 日㈯から開催する「第 31
回夢たちばな観梅会」で実施する『竹
あかり幻想の世界』の竹あかりを制
作していただけるボランティアを募
集します。毎年３万人以上の観光客
が訪れる観梅会を一緒に盛り上げて
みませんか。◦作業内容＝事務局に
より準備したオブジェの制作（ジグ
ソーやドリルを使用）◦制作日＝１月
19 日㈰◦申込締切＝ 12 月 20 日㈮
◦申込・問い合わせ＝第 31 回夢た
ちばな観梅会事務局（立花支所産業
経済課☎ 23・4941 ／立花町観光協
会☎ 37・1055）

竹あかりを創っ
てみませんか
制作ボラン
ティア募集

生活習慣病予防教室
尿病
防予

糖

【部分日食観望会】◦12月26日㈭◦太陽観察グラス作り（100円）11時～ 15時30分◦日食観
望会14時頃～日の入り◦入館料あり◦場所・問い合わせ＝星の文化館（☎52・3000）
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～
17
時
※
月
・
祝
休
館
。
月
曜

日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
も
休
館

　

今
年
１
年
の
感
謝
と
八
女
福

島
仏
壇
を
造
り
出
し
た
先
人
に

敬
意
を
表
し
、
日
本
一
大
型
仏
壇

の
す
す
払
い
を
行
い
ま
す
。
終
了

後
に
は
職
人
が
家
庭
用
仏
壇
の

お
手
入
れ
を
説
明
し
ま
す
の
で
、

き
れ
い
に
な
っ
た
仏
壇
で
新
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。
来
場
者
に
は

ぜ
ん
ざ
い
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
27
日
㈮
10
時
～

終
わ
り
次
第
終
了（
午
前
中
の
み
）

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
福
島
仏
壇

仏
具
協
同
組
合
（
☎
２
４
・
３
９

４
１
）

や
編
み
物
く
ら
ぶ
の
作
品
の
展
示
、

お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
14
日
㈯
９
時
50

分
～
12
時
30
分

◦
参
加
費
＝
無
料
（
ほ
か
風
呂
利

用
の
人
は
入
館
料
が
必
要
で
す
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・

２
２
５
７
）

　

平
成
27
年
度
に
開
催
し
好
評

を
博
し
た
企
画
展
「
昭
和
の
主
基

斎
田
～
福
岡
の
記
録
か
ら
～
」
の

リ
バ
イ
バ
ル
展
示
。
観
覧
無
料
。

◦
場
所
＝
福
岡
共
同
公
文
書
館

１
階
ロ
ビ
ー（
筑
紫
野
市
上
古
賀
）

◦
展
示
期
間
＝
12
月
27
日
㈮
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
０
９

２
・
９
１
９
・
６
１
６
６
）
９
時

３
３
７
９
・
２
２
５
５
）

　

八
女
徐
福
会
で
は
、
市
内
に

残
る
徐
福
伝
説
の
普
及
活
動
一
環

の
た
め
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
15
日
㈰
13
時
～

◦
場
所
＝
岩
戸
山
歴
史
文
化
交

流
館
「
い
わ
い
の
郷
」

◦
内
容
＝「
徐
福
時
代
の
考
古
学
」

／
七
田
忠
昭
さ
ん
（
佐
賀
県
立

佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
館
長
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
徐
福
会
事

務
局
櫻
木
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
５

７
４
８
・
４
３
１
９
）

　

多
世
代
交
流
館
利
用
者
の

活
動
の
発
表
会
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
や
リ
ズ
ム
体
操
、
折
り
紙

り
な
ど
が
で
き
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ

イ
ン
）。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
た
も
の
の
、
使
い
方
が
よ
く

分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
人
の
た
め

に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
説
明
と
簡
単

な
操
作
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て

い
な
い
人
は
、
当
日
12
時
か
ら
イ

ン
ス
ト
ー
ル
対
応
し
ま
す
。
参
加

費
無
料
。

◦
日
時
＝
12
月
13
日
㈮
13
時
～

16
時

◦
場
所
＝
地
域
し
ご
と
づ
く
り
拠

点
施
設
「
南
仙
荘
」（
黒
木
町
今
）

◦
対
象
者
＝
ど
な
た
で
も
（
今
お

使
い
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
）

◦
定
員
＝
10
人
（
先
着
順
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振

興
課
定
住
対
策
係
（
☎
２
４
・
８

１
６
２
）

　

八
女
市
東
公
民
館
講
座
。
華

や
か
な
生
け
花
で
新
年
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

◦
日
時
＝
12
月
27
日
㈮
９
時
30

分
～
12
時

◦
場
所
＝
東
公
民
館

◦
材
料
費
＝
３
０
０
０
円

◦
定
員
＝
先
着
20
人

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
東
公
民

館
（
☎
２
３
・
５
２
７
６
）

　

岡
山
公
園
を
守
る
会
で
は
、

今
年
も
巨
大
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
岡
山
公
園
の
頂
上
に
飾
り
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◦
点
灯
期
間
＝
12
月
14
日
㈯
～

１
月
１
日
㈷

◦
点
灯
時
間
＝
18
時
～
21
時
30

分
※
12
月
31
日
～
１
月
１
日
は

18
時
～
翌
朝
７
時

　

岡
山
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
で
は
、
新
し
い
１
年
の
健
康
と

幸
福
を
祈
願
す
る
た
め
、
竹
灯
籠

で
迎
え
る
初
日
の
出
遥
拝
式
を

行
い
ま
す
。
優
し
い
光
と
和
の
美

し
さ
を
加
え
た
幻
想
的
な
岡
山
公

園
へ
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
１
月
１
日
（
元
旦
）
午

前
７
時
～

◦
場
所
＝
岡
山
公
園
頂
上
（
雨
天

時
は
室
岡
公
民
館
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
岡
山
校
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
溝
田
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
５
７
４
７
・
４
９
９
４
）

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
写
真
の
や
り
取

多
世
代
交
流
館
ま
つ
り

パ
ネ
ル
展「
昭
和
の
主す

基き

斎さ
い

田で
ん

」

岡
山
公
園
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

八女市岩戸山歴史文化
交流館「いわいの郷」

シ
ニ
ア
の
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
教
室

「
生
け
花
教
室
」
お
正
月
編

《
地
域
づ
く
り
提
案
事
業
》
竹
灯

籠
で
迎
え
る
初
日
の
出
遥
拝

申込・問い合わせ
☎ 24・3200 ／ N 24・3210

日
本
一
大
型
仏
壇
の
す
す
払
い

【歴史講座】
八女市内の中近世城館

【体験イベント】
岩戸山の自然でリースづくり

　八女市内には、およそ 50 もの中近世
城館があります。今回の講演では、それ
らのうち、城の構造が分かるものを中心
になるべく数多くの城を紹介、八女市内
の戦国・江戸時代の状況をお話ししてい
ただきます。◦日時＝ 12 月 21日㈯ 13 時
30 分～ 15 時◦場所＝岩戸山歴史文化交
流館「いわいの郷」研修室◦講師＝岡寺
良さん（九州歴史資料館文化財調査室技
術主査）◦定員＝50人（先着順・当日受付）

　もうすぐクリスマス！
岩戸山古墳に落ちてい
る枝やどんぐりなどを
使い、クリスマスリー
スを作ってみませんか。
◦日時＝ 12 月 7 日㈯
10 時～ 12 時◦場所＝岩戸山歴史文化交
流館「いわいの郷」◦対象者＝どなたでも

（小学３年生以下は保護者同伴）◦定員＝
20 人（先着順）◦参加費＝ 300 円◦申込
＝電話またはファクス（月曜日は休館）

教
室
・
講
座

徐
福
文
化
講
演
会
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詳
細
に
つ
い
て
は
募
集
案
内
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦
募
集
案
内
書
配
布
期
間
お
よ

び
申
込
受
付
期
間
＝
12
月
11
日

㈬
～
12
月
19
日
㈭

◦
募
集
案
内
書
配
布
＝
県
住
宅

供
給
公
社
、
同
公
社
筑
後
管
理

事
務
所
、
大
牟
田
出
張
所
、
市
役

所
都
市
計
画
課
、
各
支
所
窓
口

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

　　

国
立
県
営
福
岡
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
（
北
九
州
市
若
松

区
）
で
は
、
令
和
２
年
度
の
訓
練

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
募
集
科
目
＝
①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ

科
②
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
③
商

業
デ
ザ
イ
ン
科
④
Ｏ
Ａ
事
務
科

　

今
回
は
、
来
年
の
干
支
と
テ
ー

ブ
ル
セ
ン
タ
ー
を
２
日
間
で
織
り

上
げ
ま
す
。
初
心
者
で
も
大
丈

夫
で
す
。

◦
期
日
＝
12
月
14
日
㈯
～
15
日

㈰
（
２
日
間
）
10
時
～
16
時

◦
講
師
＝
国
指
定
重
要
無
形
文

化
財
久
留
米
絣
技
術
保
持
者 
森

山
虎
雄
・
森
山
富
子
夫
妻
、
森

山
哲
浩
さ
ん

◦
内
容
＝
干
支
（
子
）、
テ
ー
ブ

ル
セ
ン
タ
ー　

各
１
枚

◦
受
講
料
＝
１
５
０
０
０
円
（
受

講
料
・
材
料
代
込
）

◦
定
員
＝
６
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

◦
持
参
品
＝
は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、

座
布
団
（
薄
手
）、
昼
食

◦
会
場
・
申
込
＝
八
女
伝
統
工
芸

館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
１
月
10
日
㈮
、24
日
㈮
、

17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
月
額
６
０
０
円
、
会

員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ（
☎
２
４・１
３
４
０
）

　

大
切
な
書
類
を
よ
く
な
く
し

て
し
ま
う
、
金
銭
管
理
が
で
き
な

く
な
っ
た
。
あ
な
た
の
周
り
に
こ

の
よ
う
に
困
っ
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
。
そ
ん
な
時
、
成
年
後
見

制
度
が
活
用
で
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
成
年
後
見
人
に
つ
い
て
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費

無
料
、
申
込
不
要
。

◦
日
時
＝
１
月
25
日
㈯
10
時
～

12
時
（
受
付
９
時
30
分
～
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
講
師
＝
岩
城
和
代
弁
護
士
、
池

田
将
樹
社
会
福
祉
士

◦
定
員
＝
１
６
０
人
（
先
着
順
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
地

域
包
括
支
援
係
（
☎
２
３
・
１
２

０
３
）

　

正
心
調
息
法
は
、
正
し
い
心
の

使
い
方
と
腹
式
呼
吸
で
思
い
が
叶

う
呼
吸
法
で
す
。
参
加
費
無
料
。

４
回
参
加
で
卒
業
。

◦
日
時
＝
毎
週
土
曜
日
18
時
～

19
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
シ
オ
ヤ
ア
カ
デ

ミ
ー
松
石
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
７

１
５
５
・
４
４
６
９
）

　

県
内
に
所
在
す
る
県
営
住
宅

（
募
集
対
象
団
地
、
募
集
戸
数
等

⑤
建
築
設
計
科
⑥
流
通
ビ
ジ
ネ

ス
科
（
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
音
声
パ

ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）
⑦
総
合
実
務
科

◦
訓
練
期
間
＝
１
年
間
（
プ
ロ
グ

ラ
ム
設
計
科
の
み
２
年
間
）

◦
募
集
締
切
＝
１
月
23
日
㈭

◦
問
い
合
わ
せ
＝
申
込
方
法
な
ど

詳
細
は
福
岡
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
☎
０

９
３
・
７
４
１
・
５
４
３
１
／
N

０
９
３
・
７
４
１
・
１
３
４
０
）

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
10
代
か
ら

90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
９
万
人

の
学
生
が
、大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
約
３
０

職
業
訓
練
生
（
障
が
い
の
あ

る
人
）

放
送
大
学
４
月
生

県
営
住
宅
入
居
者

久
留
米
絣
手
織
り
講
習
会

市
民
公
開
講
座

「
成
年
後
見
人
っ
て
ど
ん
な
人
」

正
心
調
息
講
習
会

募
　
集

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

　「障害者週間」は、平成 16 年６月の障
害者基本法の改正により、国民の間に広く
障がい者の福祉についての関心と理解を
深めるとともに、障がい者が社会、経済、
文化その他あらゆる分野の活動に積極的
に参加する意欲を高めることを目的として
設定されました。「障害者週間」の期間は、
毎年 12 月３日から12 月９日までの１週間
です。この期間を中心に、国、地方公共団
体、関係団体等においては、さまざまな意
識啓発に係る取り組みを展開します。

◦障害者虐待通報ホットライン
　☎０９０・２５８０・０２９４
このホットラインは障がいのある人たちを虐待
から守り、また防ぎ、支援するための相談窓
口です。24 時間・365日受付対応します。

　市では、国民健康保険加入者の
皆さんに医療費の実情や健康に対す
る認識を深めてもらうことを目的に
して、年６回医療費通知を各世帯に
郵送しています。受診状況を振り返
り、健康なからだ作りや病気の早期
発見、早期治療を心がけてください。
医療費通知については、市・県民税
の申告の際の医療費控除の明細書と
して添付することができます。不明
な点がある場合は、市民課国保年金

係までおたずねください。
◦問い合わせ＝市民課国
保年金係（☎２３・１１１６）

医療費通知を知っていますか？

12 月３日から９日は
「障害者週間」です
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参
加
に
は
事
前
に
団
体
登
録
が

必
要
で
す
。

◦
１
月
利
用
者
の
会
＝
12
月
21

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福

島
中
）▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
各
種
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
な
ど
で
お
困
り
の
人

は
、
法
務
局
や
市
区
町
村
の
戸
籍

担
当
窓
口
、
ま
た
は
福
岡
県
弁

護
士
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
戸

籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
を
ご

存
じ
の
場
合
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ど
の
よ
う
な
手
続
が
で
き
る

か
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
相

談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

◦
相
談
窓
口
＝
▽
福
岡
法
務
局
戸

籍
課
（
☎
０
９
２
・
７
２
１
・
９

３
３
４
※
平
日
８
時
30
分
～
17

時
15
分
▽
福
岡
県
弁
護
士
会
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
（
☎
０
９

２
・
７
５
２
・
１
３
３
１
）
※
土

曜
日
12
時
30
分
～
15
時
30
分

分
～
16
時
30
分
（
受
付
16
時
ま

で
）
※
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
は
13
時
30
分
～
15
時
30

分
。（
受
付
15
時
ま
で
）

◦
場
所
＝
筑
後
市
「
サ
ン
コ
ア
」

２
階
会
議
室
、
談
話
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
市
商
工
観
光

課（
☎
０
９
４
２・６
５・７
０
２
４
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
等
を
対
象

に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た

就
業
支
援
や
養
育
費
相
談
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
支
援
を
希

望
す
る
人
は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▽
養
育
相
談
＝
電
話
相
談
※
離

婚
協
議
中
の
人
も
可
。
内
容
に

よ
っ
て
弁
護
士
相
談
ク
ー
ポ
ン

（
１
時
間
無
料
相
談
券
）
を
発
行
。

▽
無
料
弁
護
士
来
所
相
談
＝

（
12
月
４
日
㈬
・
１
月
８
日
㈬
13

時
～
15
時
／
12
月
11
日
㈬
・
12

月
25
日
㈬
18
時
30
分
～
20
時
30

分
）
※
先
着
順
各
４
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ひ
と
り
親
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
３
１
）

　

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用

者
の
会
」に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
必
要
に
応
じ
、
行
政

機
関
へ
の
同
行
等
の
支
援
も
行
い

ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
14
日
㈯
10
時
～

15
時

◦
相
談
方
法
＝
電
話
相
談

（
☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１
）

◦
相
談
内
容
＝
▽
生
活
保
護
の

要
件
、
申
請
方
法
▽
生
活
保
護

受
給
中
の
借
金
問
題
▽
生
活
保

護
の
停
止
や
廃
止
に
関
す
る
こ
と

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１
）

　

筑
後
・
八
女
地
区
雇
用
問
題

協
議
会
で
は
、
県
筑
後
労
働
者

支
援
事
務
所
と
共
催
で
解
雇
や

賃
金
未
払
、パ
ワ
ハ
ラ・セ
ク
ハ
ラ
、

就
業
規
則
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職

場
の
労
働
問
題
に
関
す
る
悩
み
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
労
働

者
・
使
用
者
ど
ち
ら
の
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て

は
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
も
行
い
ま
す
。
相
談
無
料
・

予
約
不
要
・
秘
密
厳
守
。

◦
日
時
＝
12
月
15
日
㈰
12
時
30

０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
資
料
を
お
気
軽
に
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

◦
資
料
請
求
＝
放
送
大
学
福
岡

学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
５
・
３
０
３
３
）

◦
出
願
締
切
＝
▽
第
1
回
2
月

29
日
▽
第
2
回
3
月
17
日

　

受
験
料
・
受
講
料
無
料
（
教

科
書
代
等
実
費
）。
職
業
安
定
所

長
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
訓
練
後
関
係
職
種

へ
就
職
を
希
望
す
る
人
対
象
。
訓

練
場
所
は
い
ず
れ
も
久
留
米
市
。

①
医
療
事
務
科
６
期

◦
訓
練
期
間
＝
２
月
４
日
㈫
～
４

月
30
日
㈭
（
３
か
月
）

◦
定
員
＝
20
人

◦
試
験
日
＝
１
月
15
日
㈬

②
パ
ソ
コ
ン
初
級
・
中
級
連
続
養

成
科
６
期
（
託
児
サ
ー
ビ
ス
有
）

◦
訓
練
期
間
＝
２
月
４
日
㈫
～
６

月
30
日
㈫
（
５
か
月
）

◦
定
員
＝
20
人
（
託
児
５
人
）

◦
試
験
日
＝
１
月
16
日
㈭

①
②
共
通

◦
選
考
方
法
＝
学
科
試
験
、
面
接

試
験

◦
申
込
締
切
＝
１
月
６
日
㈪
（
申

込
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
準
備 
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校 

（
☎
０
９

４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

無
戸
籍
で
お
困
り
の
人
へ

生
活
保
護
電
話
相
談
会

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

　「保護犬」というのは、捨
てられたり、迷子になって保
健所に収容された後、動物愛護団体な
どに保護されている犬たちを言います。
保護犬と出会うための方法や、家庭に
迎える際の心構え等を講演します。参
加費は無料です。
◦日時＝ 12 月 22 日㈰ 11時～ 12 時
◦場所＝大川市文化センター
◦講師＝チーム SAKURA 代表 鵜池真
智子さん◦申込締切＝ 12 月 18 日㈬。
定員 20 人になり次第締め切り。講演
会後に開催する、保護犬の譲渡相談会
への参加を希望する人は、その旨お伝
えください。
◦申込・問い合わせ＝県南筑後保健福
祉環境事務所 保健衛生課（☎ 0944・
72・2163 ／ N0944・72・3035）

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

「保護犬と暮らす」
講演会参加募集

一
　
般

相
　
談

就
業
支
援

ひ
と
り
親
家
庭
の
養
育
費
相
談

筑
後
・
八
女
・
広
川
地
区 

労

働
相
談
会
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■ 4 か月さん集まれ（8 月生まれ）
「ベビータッチ + 食育」
◦1/9 ㈭ 10:00 ～ 12:30 ／飲み物
持参／参加費あり・要申込
■赤ちゃん Room・相談 Room
◦1/9 ㈭、1/23 ㈭ 13:30 ～ 15:00
／参加費あり・要申込
■マタニティさん集まれ♪
 「プレパパママ講座・栄養」
◦ 1/11 ㈯ 10:00 ～ 12:30 ／参加費
あり、託児あり・要申込
■ママ読の日◦ 1/22 ㈬ 10:00 ～
12:00 ／移動図書館が来ます／飲
み物持参／託児あり／要申込
■パパママ集まれ「正月あそび」
◦1/25 ㈯ 10:00 ～ 12:00 ／参加費
あり／要申込

■はっぴぃバースデー
「くまおじさんのお話」◦1/21 ㈫
10:30 ～11:30 ／ 18 ㈯までに要申込
■つくろうね「豆まき」
◦1/31 ㈮ 10:30 ～ 12:00 ／定員親
子 10 組／ 28 ㈫までに要申込

■ほんの森ぶっくるん
◦ 1/7 ㈫ 10:30 ～／移動図書館の
バスが来ます。利用カードをお持ち
の人は持参ください。
■わ・わ・ＷＡ！「田中もと子先生と
遊ぼう」◦1/8 ㈬ 10:30 ～／先着親
子 10 組要申込
■北山保育所で遊ぼう
◦1/15 ㈬ 10:00 ～／要申込
■ すてき な 誕 生 会 ♥◦ 1/16 ㈭
10:30 ～／※誕生月者のみ要予約／
みんなでお祝いしませんか。
■すくすく子育て「みんなで学ぼ
う！早寝早起き朝ごはん」◦ 1/23
㈭ 10:30 ～／要申込・参加費あり

■うちのおやつ時間
「ほかほか肉まん♥」
◦1/10 ㈮ 10:30 ～／参加費 300 円
／エプロン・三角巾持参／要申込
■ちょこっとヨ～ガ
◦1/17 ㈮ 10:30 ～／要申込
■月いちマクロビごはん

「蓮根ハンバーグ」
◦ 1/30 ㈭ 10:30 ～ ／ 参 加費 500
円／エプロン・三角巾持参／要申込

■ 10:00 ～ 13:00
▽東公民館 1/7 ㈫
▽長峰保育所 2 階 1/8 ㈬、22 ㈬
▽上陽公民館 1/10 ㈮
▽矢部基幹集落センター 1/22 ㈬
▽室岡公民館 1/23 ㈭
▽かがやき1/28 ㈫

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 1 月 ※子育ち…子ども自身が、自ら
の力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問（☎42・3301）

【ちっご祭～恋のくに花火大会】◦日
時＝12/1 ㈰ 16:00 ～ 20:00 ◦場所＝
筑後広域公園芝生広場一帯◦問＝まつ
り実行委員会（☎ 0942・65・7024）

【竈門（かまど）神社きせる祭り】◦日
時＝12/13 ㈮ 11:00 ～ 14:00 ◦場所＝
竈門神社（溝口）◦問＝筑後市観光協
会（☎ 0942・53・4229）

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

火災出火件数  2件 （31件）
救急出動件数 255件 （2,499件）
救急搬送人数 245人 （2,422人）

人身事故発生件数 25件 （247件）
傷　　者 33人 （321人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 62,925 (-82）
男 29,736  (-28)
女 33,189  (-54)

世帯数 24,928  (-23)
　※（　）内は前月比

出生 37 人 死亡 69 人
転入 131 人 転出 181 人

▼ 10 月の交通事故の状況

▼ 10 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（10 月31日現在）

▼ 10 月の異動

納期限・口座振替日は12月25日㈬
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦固定資産税（3 期）◦国民健康保険税（6 期）
◦後期高齢者医療保険料（6 期）◦介護保険料（6
期）◦住宅使用料（12 月）◦保育料（12 月）◦
水道料金・下水道使用料（5 期）◦農業集落排
水施設使用料（5 期）◦下水道受益者負担金（3 期）

12月に
納める
もの

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日 祝祭日除く火・木・金 問 090・

3320・2196／やめっこ未来館（☎ 24・8814）

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
消
費

税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
水
道
料
金
・

簡
易
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
・

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
が
変

更
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
新
料
金
適
用
＝
令
和
元
年
12
月

請
求
分
（
令
和
元
年
10
月
以
降
使

用
分
）か
ら

◦
問
い
合
わ
せ
＝
【
水
道
料
金
】
▽

上
下
水
道
局
（
上
水
道
☎
２
３
・
１

９
４
９
）【
下
水
道
使
用
料
】
▽
上

下
水
道
局
（
下
水
道
☎
２
３
・
１
１

４
８
）

【
簡
易
水
道
料
金
】
▽
黒
木
支
所
建

設
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
８
）
▽
星

野
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３

１
１
４
）【
農
業
集
落
排
水
施
設
使

用
料
】
▽
黒
木
支
所
建
設
課
（
☎

４
２
・
１
１
１
８
）

消費税率 10％に伴い上下水道料金が変わります

「広報八女」12 月1日号と15 日号は合併号となります。12 月15 日号の発行はあり
ませんのでご了承ください。◦問い合わせ＝秘書広報課（☎ 23・1110）

広報
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予約

無料法律相談
◦12 月19日㈭ 、1月9日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　 局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦12 月13 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦12 月 20 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦12 月 27 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦12 月 20 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦12月20日㈮ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦12月3日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／矢部公民館
◦12月4日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／星野支所
◦12月6日㈮13:00 ～ 16:00 ／社会福
　祉会館／地域福祉センタ（上陽）
◦12月11日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦12月13日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦12月5日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦12月18日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦12月2日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦12月10日㈫ 13:00 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦12月3日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／矢部公民館
◦12月11日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦12月20日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦12月13日㈮ 13:30 ～ 16:00

　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦12月4日㈬、18日㈬  
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦12月18日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦12月11日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦12月25日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
定例税務相談会
◦12月9日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦12月16日 ㈪13:30 ～ 16:30 ／ 八
女商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦12月17日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦12月13日㈮・17日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦12月17日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦12月12日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦12月12日㈭ 11:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦12月26日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談

（男女共同参画推進課☎23・1314）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦ 平日 9:00 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）※予約☎0944・
72・2176

弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
消費生活無料法律相談
◦12月17日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183
教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦ 平日10:00 ～ 17:00 ／
　☎092・513・7337
福岡県あすばる女性相談ホットライン
◦ 平日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】
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おたんじょうびおめでとう

満１歳のお子さまの写真を
募集しています（ただし、
市内に住民登録があるか実
際に住んでいる人に限る）。
氏名・生年月日・住所・簡
単なコメント（30字以内）・
電話番号を添えて、誕生日
前月の7日までに直接お持
ちいただくか、郵送でお申
し込みください。応募多数
の場合は先着順となります。
●申し込み＝企画政策課秘
書広報係（☎23・1110）

藤木 柊
とう

李
り

 ちゃん

Ｈ30年12月7日生（室岡）

1
歳
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か
ら
も

3
兄
弟
仲
よ
く
す
く
す
く
元
気
に

育
っ
て
ね
♡

井手 美
み

音
おん

 ちゃん

Ｈ30年12月11日生（黒木町）

お
た
ん
じ
ょ
う
び
お
め
で
と
う
♡

こ
れ
か
ら
も
ニ
コ
ニ
コ
元
気
に

育
っ
て
ね
。

益本 華
はな

 ちゃん

Ｈ30年12月11日生（稲富）

1
歳
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
た

く
さ
ん
笑
っ
て
大
き
く
な
っ
て

ね
！

木本 柊
しゅう

吾
ご

 ちゃん

Ｈ30年12月15日生（本町）

わ
ん
ぱ
く
で
食
い
し
ん
坊
の
柊
吾

♡
兄
と
一
緒
に
元
気
に
す
く
す
く

育
っ
て
ね
♡

古賀 颯
ふ う が

翔 ちゃん

Ｈ30年12月16日生（馬場）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
ふ
う
た

ん
の
笑
顔
が
大
好
き
♡
ず
っ
と
、

マ
マ
と
パ
パ
の
宝
物
だ
よ
！

御手洗 いろは ちゃん

Ｈ30年12月18日生（馬場）

1
歳
お
め
で
と
う
♪
パ
パ
マ
マ
も

や
っ
と
1
歳
！
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
ね
♡

川端 美
み

伶
れい

 ちゃん

Ｈ30年12月19日生（蒲原）

み
れ
た
ん
1
歳
お
め
で
と
う
♡
ニ

コ
ニ
コ
元
気
で
大
き
く
な
あ
れ
♡

大
好
き
だ
よ
♡

鹿野 滉士郎 ちゃん

Ｈ30年12月20日生（稲富）

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
♡
元
気
に
ス
ク
ス
ク
育
っ
て
ね

♡

石橋 鷹
お

佑
う

莉
り

 ちゃん

Ｈ30年12月27日生（蒲原）

祝
♡
お
め
で
と
う
！
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
野
球
観
に
行
こ
う
ね
！

熱
男
～

浜 陽
ひ ま り

葵 ちゃん

Ｈ30年12月14日生（立花町）

陽
葵
1
歳
お
め
で
と
う
♡
い
つ
も

に
こ
に
こ
ひ
ま
ち
ゃ
ん
☆
す
く
す

く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

河越 郁
ゆう

 ちゃん

Ｈ30年12月5日生（蒲原）

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
♡
ゆ
う
は
う

ち
の
ア
イ
ド
ル
で
す
☆
こ
れ
か
ら
も

笑
顔
い
っ
ぱ
い
元
気
に
育
っ
て
ね
！

田邉 悠
ゆう

 ちゃん

Ｈ30年12月4日生（蒲原）

悠
く
ん
、
1
歳
の
誕
生
日
お
め
で

と
う
！
い
つ
も
笑
顔
で
元
気
に

育
っ
て
ね
！

井上 さくら ちゃん

Ｈ30年12月4日生（鵜池）

い
つ
も
み
ん
な
を
癒
や
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
♡
さ
く
ら
大
好
き

だ
よ
♡

髙嵜 柚
ゆ

衣
い

 ちゃん

Ｈ30年12月26日生（上陽町）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
お
兄

ち
ゃ
ん
た
ち
と
仲
良
く
元
気
に

育
っ
て
ね
。

▽
今
年
も
五
穀
豊
穣
・
地
域
繁
栄
を
祝
う
祭
り
が
市
内
各
地
で

催
さ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
だ
き
ま
し
た
。
八
女
の

名
の
起
こ
り
と
い
わ
れ
る
矢
部
村
の
八
女
津
媛
神
社
で
は
地
域
の

皆
さ
ん
に
よ
り
５
年
に
一
度
の
浮
立
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

書
紀
に
は
、
今
か
ら
約
２
千
年
ほ
ど
前
、
こ
の
地
方
を
巡
幸
し
た

景
行
天
皇
に
水み

沼ぬ
ま

の
県

あ
が
た
ぬ
し主

猿さ
る
の
お
お
あ
ま

大
海
が
「
山
中
に
女
神
あ
り
。
そ

の
名
を
八
女
津
媛
と
い
う
」
と
奏
上
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
そ
れ
か
ら
約
５
０
０
年
後
、
古
代
日
本
史
上
最
大
の
戦
い
と
言

わ
れ
て
い
る
『
磐
井
の
乱
』
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
乱
は
ヤ
マ
ト
朝

廷
の
圧
力
か
ら
郷
土
を
守
る
た
め
磐
井
が
時
の
継
体
大
王
と
戦
っ

た
と
の
説
も
あ
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
筑
紫
君
磐
井
は
郷
土
の
英

雄
で
す
。
▽
平
成
28
年
、
継
体
大
王
の
今
城
塚
古
墳
が
あ
る
大

阪
府
高
槻
市
で
『
継
体
大
王
と
筑
紫
君
磐
井
』
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
私
も
お
招
き
を
い
た
だ
き
、
そ
の
時
に
実
に
１
５
０
０

年
ぶ
り
の
歴
史
的
和
解
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
▽
今
年
11

月
初
旬
、
濱
田
剛
史
高
槻
市
長
が
八
女
市
を
訪
問
。
濱
田
市
長

は
市
内
を
見
学
し
、
お
い
し
い
八
女
茶
や
八
女
中
央
大
茶
園
に
大

い
に
関
心
を
持
た
れ
た
よ

う
で
し
た
。
私
も
悠
久
の

歴
史
に
彩
ら
れ
た
八
女
の

大
地
と
八
女
の
恵
み
に
改

め
て
感
銘
致
し
ま
し
た
。

▽
来
年
は
八
女
市
岩
戸
山

歴
史
文
化
交
流
館
の
開

館
５
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
そ
の
時
に
高

槻
市
長
を
お
招
き
し
、
歴

史
的
交
流
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

悠久の大地と
八女の恵み

市長コラム62

濱田市長と八女中央大茶園にて

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
黒
木
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
ス

タ
ー
ト
が
近
づ
く
に
つ
れ
、カ
メ

ラ
を
持
つ
手
が
震
え
、
大
会
特

有
の
緊
張
感
を
久
し
ぶ
り
に
味

わ
い
ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

▼
15
日
に
出
場
す
る
八
女
市
駅

伝
大
会
に
向
け
て
練
習
を
し
て

い
ま
す
。次
の
走
者
に
襷
を
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。（
Y
・
Y
）

▼
大
内
邸
で
海
外
福
岡
県
人

会
の
昼
食
に
準
備
さ
れ
た
お
弁

当
。
四
角
い
箱
の
中
に
ふ
る
さ

と
の
恵
み
や
海
外
の
皆
さ
ん
を

思
う
気
持
ち
が
詰
め
込
ま
れ
て

い
て
、
感
動
で
し
た
。（
Ｋ・Ｓ
）
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